2-4　照　査　表
工　　種

　頭　首　工

〔1〕基本条件の照査表
　○○頭首工実施設計業務
発注者名

　○○農業水利事業所
受注者名

確認の日付

確認担当者

氏名
○○年○○月○○日
照査の日付

　○○ ○○　　
照査技術者

氏名
　○○ ○○　　
業　務　名

　㈱○○コンサルタンツ
○○年○○月○○日
基　本　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	設計の目的･主旨等
	(1)目的、主旨を理解しているか
	特別仕様書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.1

	
	
	(2)設計の範囲、数量及び主な作業項目とその精度、工程等について把握しているか
	業務計画書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	２
	設計基本条件
	(1)頭首工一般及び水文

1)設置予定地点における流域面積を把握しているか
	特別仕様書

設計打合記録
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.2

	
	
	2)設計洪水量又は計画降雨規模の超過確率年を確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)河川流量（豊水量、平水量、渇水量）を確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)下流責任放流量を確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)既得水利権者・水利権内容を確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	6)適用すべき基準（設計基準、河川構造令等）について確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)河川改修計画

1)河川改修計画の有無を確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)河川改修計画における下記事項を把握しているか

a 計画高水位とその位置
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 計画河床高
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 計画河床勾配
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	d 計画高水敷高
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	e 河川改修計画平面・縦横断図
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)計画取水量等

1)計画最大取水量について確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


基　本　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	２
	設計基本条件
	2)引継水理諸元について確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.2

	
	
	3)取水口の位置（左岸、右岸）について確認しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4)魚道に関して下記事項を確認しているか

1)漁業権の有無
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)設置の要否
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)対象魚類
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)幅員
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)設置位置（左岸、中央、右岸）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	6)構造条件
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	7)集魚場所
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(5)土砂吐に関して下記事項について確認しているか

1)設置の要否
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)位置
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)排砂対象粒径
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(6)沈砂池に関して下記事項について確認しているか

1)設置の要否
	特別仕様書

設計打合記録
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)沈砂対象粒径
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)設置位置
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(7)管理橋に関して下記事項について確認しているか

1)幅員
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)形式
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)設計荷重
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


基　本　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	２
	設計基本条件
	(8)基礎に関して下記の事項を確認しているか

1)地盤条件の整理・設定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.2

	
	
	2) 設計地盤面
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3) 支持層の選定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4) 地盤支持力
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	
	

	
	
	5)河床砂礫堆積状況
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	(9)耐震設計に関して下記の事項について確認しているか
1)重要度区分
	設計打合記録
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	

	
	
	2)地盤種別
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	3)地域別、構造物補正係数
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(10)施工条件に関して下記の事項について確認しているか

1)基本施工条件（施工期間、年間の流況等）
	設計打合記録
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)資機材の搬入・出のための道路状況（幅員、交通量、及び橋梁等）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)工事用動力源
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(11)対外関係者（河川管理者、漁業権者、及び地元関係者等）との協議事項とその内容について把握しているか
	設計打合記録
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	3
	貸与資料の確認
	(1)貸与資料の不足事項、追加事項があるか
	貸与資料
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.3

	
	
	(2)事業者に統一された基準要領があるか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	４
	現地調査結果
	(1)対象地域の写真撮影を行っているか
	現地調書

現場写真集
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.4

	
	
	(2)地形、ミオ筋及び河床材料の把握は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)設置予定地点における既往最大洪水位を把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


基　本　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	４
	現地調査結果
	(4)設置予定地付近の河川両岸の状況を把握しているか
（洗掘地域(箇所)及びその状態、岩の露頭地域(箇所)、護岸状況）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.4

	
	
	(5)測量図に下記事項が明記されているか

1)上流沿岸の排水状況
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)堤防の標高、橋その他構造物の位置と標高
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(6)設置予定地付近の土地利用状況（地目）は把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(7)設置予定用地（工事用道路用地を含む）付近に支障となる障害物の有無について把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(8)建設発生土受入地予定地の状況を把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	⑼特殊土壌地帯の有無について把握しているか。
	
	
	
	
	
	
	

	5
	設計

計画
	(1)河川計画の把握

1)河道改修計画（暫定計画、将来計画）を把握しているか
	設計打合書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.5

	
	
	2)河川の計画平面、縦断計画、横断形状を把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)計画堤防の定規断面を把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)河川の水理条件（流量、水位）を把握しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)河川計画の検討

上記河川計画は現況河川断面等からみて適正か（現況との相異が大きい場合、河川管理者と調整の必要はないか）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)位置の検討

候補地２～３地点について、次の諸条件を総合的に検討し最有利点を選定したか

1)ミオ筋が取入れしようとする川岸に近く、安定している
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)渇水時でも確実に取水が可能である
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


基　本　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	5
	設計

計画
	3)取水と共に著しい土砂の流入が生じない
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	1.5

	
	
	4)堰上げによる上・下流への影響がない
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)構造上の安定が得られ、経済的である
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	6)維持管理に便利である
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4)形式の選択

1)取入れ方式は河川流況、水位の安定性を考慮し決定しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)取水堰の形態は河川改修断面形（または、河川管理者と協議済みの断面）に合致しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)基礎条件を反映しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)設置条件に適した構造令関係条文の適用を満足しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)止水方法、洗堀に対し適応した形式か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	6)ゲート形式、操作方法は、ゲート種別毎に決定しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(5)平面、縦断計画

1)スパン割りは、構造令に示す規程を充足しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)堰頂標高を決定するに当たって設計取水位に対する余裕高は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)可動堰の可動部の敷高は適正か、また流下断面を縮小してはいないか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)浸透路長の計算は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)上・下流エプロン長の計算は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


工　　種

　頭　首　工

〔2〕細部条件の照査表
　○○頭首工実施設計業務
発注者名

　○○農業水利事業所
受注者名

確認の日付

確認担当者

氏名
○○年○○月○○日
照査の日付

　○○ ○○　　
照査技術者

氏名
　○○ ○○　　
業　務　名

　㈱○○コンサルタンツ
○○年○○月○○日
細　部　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	水理計算
	(1)河川水位の検討

使用する計算式及び各諸元の数値は適正か
	設計打合書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.1

	
	
	(2)土砂吐の検討

1)土砂吐水路流入部

a 掃砂に必要な単位幅流量の算定は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 平均粒径の移動限界時の河川流量の決定根拠は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 幅員決定根拠は適正か、また、構造令の規程に合致しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)土砂吐水路上流部
a 水路長計算式及び使用する諸元の数値は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 勾配の決定根拠は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 導流壁の高さは適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)土砂吐水路下流部
a 水路長及び勾配算定式並びに使用する諸元の数値は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 導流壁の高さは適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)堰体及び護床工

1)可動堰（土砂吐及び洪水吐）

a 可動堰の上、下流のエプロン長さ及び厚さの決定根拠は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b エプロンの形状は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 浸透路長の計算は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)固定堰

a 基本断面の修正は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b エプロン長及び厚さの決定根拠は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 浸透路長の計算は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


細　部　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	水理計算
	3)護床工

a 流れの領域の判定は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.1

	
	
	b 流れの領域に対応した算定式及び諸元の数値は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 護床工のタイプ及び重量は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(1)取水工

1)敷高、取入れ流速、取入れ幅の算定は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)取入口の水位計算は適正か（損失水頭の算定）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)沈砂地

1)沈砂対象粒径の決定は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)沈砂溝の通水幅と深さ、及び長さの計算式並びに諸元の数値は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)沈砂溝の勾配は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)沈砂溝下流端幹線水路への接続は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)排砂管の水理計算は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	6)余水吐の検討は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)魚道及び下流放流工

1)魚道

a 代表魚種の選定は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 魚の習性に適合する流速、水深となっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 通水量は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)下流放流工

a 対象流量は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 使用する計算式及び諸元の数値は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


細　部　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	２
	構造計算
	(1)設計条件

1)材料の単位体積重量
	設計打合書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.2

	
	
	2)材料の長期許容応力度
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)上載荷重
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)設計震度
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)土質定数及び土圧係数
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)固定堰の安定検討

1)次の各ケースにおける安定条件を満足しているか

a 洪水時において常時上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 低水時において地震時上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)安定計算式及び安定条件判定基準は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)堰柱の安定検討

1)次の各ケースにおける安定条件を満足しているか
a 洪水時で開扉の場合において、常時の上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	b 低水時の閉扉の場合において、

・常時の上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	・地震時の上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	・地震時の堰軸線方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 空虚時で開扉の場合において、

・常時の上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	・地震時の上・下流方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	・地震時の堰軸線方向の安定
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)安定計算式及び安定条件判定基準は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


細　部　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	２
	構造計算
	(4)堰柱の構造計算
次の各ケースにおける構造計算が行われているか

1)常時の上・下流方向
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.2

	
	
	2)常時の堰軸線方向
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)地震時の上・下流方向
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)地震時の堰軸線方向
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(5)取水工の構造計算

次の各部分の構造計算が行われているか

1)ゲート門柱
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)樋管横断方向
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)樋管縦断方向
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(6) 擁壁の構造計算

次の各部分の構造計算が行われているか

1)たて壁
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)つま先版
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)かかと版
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	３
	基礎工の検討
	次の各工種の基礎工の検討は別途実施設計照査要領【基礎工】の照査条件の調査を満足しているか

a 固定堰基礎工
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.3

	
	
	b 堰体基礎工
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	c 堰柱基礎工
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	d 取水工基礎工
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	e 擁壁基礎工
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	４
	地震時保有水平耐力の検討
	(1)検討対象堰柱は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.4

	
	
	(2)堰柱の検討

1)地震時保有水平耐力法（以下、保耐法）に用いる設計水平震度は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


細　部　条　件　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	４
	地震時保有水平耐力の検討
	2)検討条件は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.4

	
	
	3)解析モデルは適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	4)解析方法は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	5)震度法と保耐法の両方を満足した構造となっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)基礎工の検討

1)検討条件は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)検討方法は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)震度法と保耐法の両方を満足した構造となっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4)床版の検討

1)検討条件は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)検討方法は適切か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)震度法と保耐法の両方を満足した構造となっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	５
	設計図

作成
	(1)規格は特別仕様書と整合しているか
	設計図
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	2.5

	
	
	(2) 計画一般図に必要な項目が記載されているか
（水位、地質条件等）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3) 使用材料は計算書と一致しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4) 構造詳細図は適用基準及び打合せ事項と整合しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(5) 計算結果に基づいた適切な配筋がされているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(6) 水位、設計条件が図面に明示されているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(7) 図面が明瞭に描かれているか
（構造と寸法線の使い分け等）
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(8)分かり易い注意が記載されているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


工　　種

　頭　首　工

〔3〕成果品の照査表
　○○頭首工実施設計業務
発注者名

　○○農業水利事業所
受注者名

確認の日付

確認担当者

氏名
○○年○○月○○日
照査の日付

　○○ ○○　　
照査技術者

氏名
　○○ ○○　　
業　務　名

　㈱○○コンサルタンツ
○○年○○月○○日
成　果　品　の　照　査　表

工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	１
	仮設計画
	(1)工事用道路

1)道路の位置は適正か
	報告書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	3.１

	
	
	2)工事用大型車両の通行が可能な道路規模であるか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)仮橋の設置にあたって考慮する荷重は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)仮締切計画

1)仮廻し流量は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)仮締切の規模は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)仮締切工法は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	数量計算
	(1)数量計算は適用基準及び打合せ事項と整合しているか（有効数値、位取り、単位、区分等）
	報告書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)数量計算に用いた寸法は、図面と一致しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)数量取りまとめは、種類毎、材料毎に打合わせに合わせてまとまっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4)土工計算

1)施工区分毎に土工図を作成されているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	2)建設発生土受入地の位置は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	3)土工数量は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	施工計画
	(1)施工法は適正か
	報告書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	3.１

	
	
	(2)工程計画は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)工事中の湧水処理は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4)経済性、安全性が配慮されているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(5)工事中の環境面（騒音、汚染対策等）が配慮されているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	


成　果　品　の　照　査　表
工種：　頭　首　工

	No
	項目
	主　な　内　容
	提示資料
	照査
	確認
	備　考
	設計内容（要点）　　　　　記載表

	
	
	
	
	該当対象
	確認
	該当対象
	確認
	
	

	２
	特別

仕様書
	(1)工事特別仕様書の内容は適正か
	報告書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	3.2

	
	概算

工事費
	(1)適用基準及び打合せ事項と整合しているか

（区分、歩掛、単価、積算方法等）
	報告書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)計算内容は適正か
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	報告書
	(1)指定条件及び打合せ事項と整合しているか

（製本内容、纏め方、図面整理等）
	報告書
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(2)報告書の構成は、設計業務報告書標準様式（案）に準拠しているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(3)計算に使用した計算式、数値及び引用された文献等の出典及び根拠は明確になっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	
	(4)計算過程が理解しやすいようになっているか
	
	○
	Ｖ
	○
	Ｖ
	
	

	
	コスト縮減対策
	施設の提案内容及び比較検討の過程や結果等の成果が整理

されているか。
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